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令和3年度
兵庫県薬剤師会からの報告

～令和元年度受入薬局アンケート結果から、現状把握と今後の課題への取り組み～

一般社団法人 兵庫県薬剤師会
薬学教育部

1.令和2年度薬局実習報告と令和3年度実習について

2.令和元年度受入薬局アンケート結果からの課題と考察

3.受入薬局、指導者の資質向上への取り組みについて

「受入薬局 自己点検」「薬学実務実習 指導者向け研修ビデオ」
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1.令和2年度薬局実習報告と令和3年度実習について

令和3年度(2021年)受入

【受入可能薬局数(R3.1.4現在)】 全432軒

【受入人数/受入薬局数(予定)】

第Ⅰ期：203名/184軒

第Ⅱ期：230名/206軒

第Ⅲ期：198名/174軒

令和2年度(2020年)受入

【受入可能薬局数】 全418軒

【受入人数/受入薬局数】

第Ⅰ期：180名/161軒

第Ⅱ期：203名/184軒

第Ⅲ期：176名/155軒

新型コロナウイルス感染症対応へのご理解とご協力ありがとうございました。

※いずれもふるさと実習生を含む

令和3年度 実務実習実施日程

第Ⅰ期

2/22(月)～5/9(日)

第Ⅱ期

5/24(月)～8/8(日) 8/23(月)～11/7(日)

※第Ⅳ期（原則、病院実習期） 11/22(月)～2/13(日)

第Ⅲ期

薬局実務実習における新型コロナウイルス感染症への対応について
(令和2年9月16日更新)

日本薬剤師会より文書が発出されました。
詳細につきましては兵庫県薬剤師会HPに掲載しています。

[会員ページ]→[各部情報ページ]→[薬学生受入関連]をご確認ください。
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2.令和元年度受入薬局アンケート結果

1.改訂コアカリに基づく実習へのスムーズな移行

3.各領域における概略評価の実施

2.方略の変更

日本薬剤師会 薬学教育委員会「令和元年度第Ⅰ・Ⅱ期薬局実務実習受入薬局アンケート」より抜粋

4.実務実習記録による評価

5.参加体験型実習の実施

日本薬剤師会 薬学教育委員会「令和元年度第Ⅰ・Ⅱ期薬局実務実習受入薬局アンケート」より抜粋
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アンケートからの課題

概略評価

・薬物療法の実践があまり理解できなかった
・評価者の文言が抽象的で評価しにくい
・STEP4のレベルが高すぎる
・パフォーマンスレベルの具定例がわかりにくい
・指導薬剤師間での共通の評価がしにくい

地域活動を体験する実習

・セルフメディケーション実践があまりできなかった
・実践する機会がない場合の対応がわからない

実務実習記録による評価

・行い方が定着していない

方略について

・方略を変更せずこれまでどおり行った

日本薬剤師会の手引きの活用

・手引きの使い方が周知されていない

アンケートからの考察

概略評価

パフォーマンスレベルの考え方

各段階での判断基準

地域活動体験実習

セルフメディケーションを実践する

機会がない場合の対応策

実務実習記録による評価

振り返りレポートの書き方や

評価するための活用法

方略

方略について理解

日本薬剤師会手引き

使い方への支援
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3.受入薬局、指導者の資質向上への取り組みについて

・令和3年度「受入薬局 自己点検」実施 ※アンケートにご協力ありがとうございました。

【実施目的】
・施設ごとの偏りが少なく、質の高い実習ができる環境整備を推進する
・各受入薬局の現在の体制を把握する
・点検結果をより望ましい受入施設を目指す環境・体制整備の指標とする

【対象施設】 令和3年度薬学実務実習生受入に手挙げしている会員保険薬局

【自己点検実施者】 調査対象施設の指導薬剤師

【実施期間】 令和2年12月17日(木)～令和3年1月31日(日) ⇐終了

【実施方法】
WEBを用いて実施 ※案内文書のQRコードを読み取ってから回答も可
兵庫県薬剤師会ホームページ→会員専用ページトップ→「自己点検チェックフォーム」→回答フォーム
※自己点検未実施の方は、R3年度受入状況お知らせに同封されていた「自己点検項目イメージ」で内容をご確認ください

【点検結果について】
今後の実習内容の充実のためのサポートを行う際の参考にさせていただく
※現時点で不足している回答があったとしても直ちに受入れを辞退していただくといった趣旨の事業ではありません

点検項目イメージ

3.受入薬局、指導者の資質向上への取り組みについて

【実施目的】 ・今後の薬局実務実習の質的向上を図る

・指導薬剤師のみならず薬局スタッフ全員が視聴できる(繰り返し何度でも視聴可)

・「薬学実務実習 指導者向け研修ビデオ」 動画配信 ※令和2年12月17日～配信中

タイトル 視聴時間 講師

導入～令和元年度受入薬局アンケート結果から～ 9分 常務理事 住谷 庸子

1 これからの薬学教育 20分 副会長 三宅 圭一

2 大学における臨床準備教育 28分 薬学教育部副委員長 白木 孝

3 大学における臨床準備教育と8疾患について 25分 理事 田内 義彦

4-1 概略評価・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾚﾍﾞﾙの考え方について① 8分 理事 谷野 巧

4-2 概略評価・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾚﾍﾞﾙの考え方について② 26分 常務理事 住谷 庸子

5 プライマリケア・セルフメディケーションの実践 20分 理事 畑 世剛

6 実務実習記録による評価の行い方 17分 理事 碓井 裕恵

7 方略の考え方と解釈について 12分 理事 原田 祥司

※配信内容は、アンケート結果から考察を行い対応、支援が必要であると思われる課題を中心に作成しています
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各種資料もご活用ください

日本薬剤師会ホームページにも実務実習に関する資料・情報が掲載されています
（https://www.nichiyaku.or.jp/➡日本薬剤師会の活動➡薬学教育・実務実習）

薬局実務実習指導の
手引き2018年版

薬学生のための
病院・薬局実務実習テキスト2021年版薬学実務実習に関するガイドライン

認定実務実習指導薬剤師 認定期限のご確認をお願いいたします
【更新時の認定要件】
・更新講習会の受講(各機関が開催する集合研修または日薬研修センター提供のe-ラーニング)
・認定期間中の指導実績が1例以上
・1回目の更新で「指導実績がない」場合、その理由とその間の勤務状況の説明

および今後の指導見込みを記載した書類提出⇒個別審査
・2回目の更新で「1回目も特例で更新」した場合
認定期間中に指導実績がない場合はその次の更新申請をすることが出来ない

※その他、細かな要件もございますので日本薬剤師研修HP内の
「認定実務実習指導薬剤師認定制度実施要領」をご確認ください

【注意点】
・更新に関する個別の案内はありません
・ご自身で認定期限の確認を行ってください
(更新申請は認定期限の3か月前から可能)
・更新講習会は認定期限の1年前から受講可能です

2022年3月31日が
認定期限の場合、
2021年4月1日～
更新講習会受講可

特例

2022年は2回目の更新が必要な指導薬剤師の先生がたくさんおられます。
更新講習会のご案内は決定次第、会報誌「兵薬界」にてご案内させていただきます。
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新規に認定実務実習指導薬剤師の認定取得を希望される方へ
【受講要件】
・薬剤師実務経験満5年以上、かつ受講時点で薬局(または病院)で継続満3年以上の薬剤師実務経験

その他、細かな要件がございますので日本薬剤師研修HP内の「認定実務実習指導薬剤師認定制度実施要領」をご確認ください

※6年制卒者は実務経験に関する要件が若干異なりますので日本薬剤師会研修センターHPで確認してください

【認定取得】
・認定実務実習指導薬剤師養成講座(座学)①～③の受講証および
認知実務実習指導薬剤師養成ワークショップ(以下、WS)修了証 が必要

WS参加について(原則)
①次年度の薬学実務実習生受入可否調査で受入を希望していただいた薬局
②指導薬剤師養成候補者として薬局より名前を挙げていただいた方(受入可否調査で)
※年度内の近畿圏開催のWS(新規受入、指導薬剤師欠員等で緊急度の高い施設から優先)に
事務局より候補者本人へお声かけにてご案内

WS開催について
新型コロナウイルスの影響により2020年度開催予定のWSが中止や延期になりました
今後のWSにつきましても開催や規模が不透明な状況ですが、2021年度開催案内がありましたら
順次お声かけさせていただきます
ご不便をおかけいたしますが、予めご了承いただきますようお願いいたします

新型コロナウイルス感染拡大の中、
・今年度も昨年同様、感染対策を行っていただきながら
実習を進めていただくようお願いいたします
・対面での実習がどうしても困難な場合は、遠隔実習も
可能となっています(原則 対面実習)
・グループ内(大学・病院・薬局間)での情報共有は、
Webを利用したメールやZoom、Teams等を活用して
行っていただきたいと思います


